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会長就任あいさつ 
晴嵐学区「人権・生涯」学習推進協議会  

新会長 初田 勝廣 
令和 2 年度、晴嵐学区「人権・生涯」学習推進協議会（以下、晴嵐学区

人推協という）の新会長として選出されました初田です。本来ならば総会

が終了した時点で新会長としてご挨拶するのが通常ですが、本年度の定期

総会は新型コロナウイルスの感染拡大予防対策として、書面表決に変更さ

せていただきましたので、この紙面にてご挨拶をさせていただきます。 

人権の基本とは日本国憲法第１４条で「すべての国民は、法の下に平等

であって、人権、信条、性別、社会的身分または門地により、政治的、経済的又は社会的関係にお

いて差別されない」と定められておりますが、私が考える人権生涯学習とは「人が嫌がることはし

ない・言わない」を原点として、人権に対する基本的な考えは変えず、さらに基本から絶えず新し

い情報と時代に即した考えや、法的根拠を身につける必要があると考えています。しかし、人権の

課題は多く、独学で理解していくには中々難しい面もあり、行政や諸団体が行う研修会での情報収

集等が必要であります。晴嵐学区人推協も皆様から多くのご参加を戴き、実り多い学習活動、啓発

活動の推進を図るべく努力してまいりますので、今後とも皆様から一層のご指導ご鞭撻のほど、何

卒、宜しくお願い申し上げます。 

会長退任のあいさつ     
 晴嵐学区「人権・生涯」学習推進協議会     

前会長 杉本  繁 
私、平成 22 年度に晴嵐学区「人権・生涯」学習推進協議会の会長という重

責を承って以来、ちょうど 10 年目の令和元年度をもって会長を退任させてい

ただきました。 

 この間、役員の皆さんをはじめ学区民各位から厚いご協力を賜りましたお陰をもちまして何とか

その職責を果たすことが出来ましたことに、心より感謝とお礼を申し上げたいと存じます。 

 これまで「夏・秋」の集いを始め、数多くの研修会・人権講座等を開催してまいりましたが、皆

さん方と一緒に学習させてもらいましたことに大きな喜びを感じております。 

 さて、本年は新型コロナウイルスによる感染症が蔓延する中で、苦痛に満ちた感染者家族や最前

線で活躍されている医療関係者に対する心無い差別的発言が報道されてきましたが、あってはなら

ない行為であり、厳に慎んでもらいたいと思います。 

 これからも、いじめ問題や児童虐待、高齢者虐待、障がい者差別等々、様々な人権課題に立ち向

かい学習や啓発活動に取り組まなければならないと考えます。新体制でスタートしました晴嵐学区

人推協の益々のご活躍を祈念申し上げ、退任の挨拶といたします。 
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令和２年度定期総会 
晴嵐学区人推協の令和２年度総会は新型コロナウイルスの感染拡大予防として、政府から緊急事

態宣言が出て、県からの自粛要請もあり、集会方式から書面表決に変更させていただきました。 

４月下旬に総会資料を役員及び推進員等の各戸に配布し、議決権行使書にて採決をお願いし、議

決権数８８件の内７９件の議決権行使書が返却されました。そして、５月２５日（月）に晴嵐市民

センター会議室において開票しました結果、令和元年度事業報告及び決算報告、役員選出（案）、

令和２年度事業計画（案）及び予算（案）は、全て賛成により承認されました。 

令和２年度 晴嵐学区「人権・生涯」学習推進協議会役員名簿    （敬称略） 

役職 氏  名 所 属 等 役職 氏  名 所 属 等 

会 長 初田  勝廣 人権生涯学習推進員 理 事 山 下 容 子 清和幼稚園 

副会長 竹 嶌 貞 子 人推協賛同者（識験者） 〃 橋 詰 幸 喜 晴嵐小学校 

〃 丸 山  巧 保護司 〃 丸 野 憲 昭 北大路中学校 

理 事 岡 本 紘 忠 社会福祉協議会 〃 藤原  祥巧 粟津中学校 

〃 三 澤 明 美 ｺﾐｭﾆﾃｨ推進委員会 〃 田 中 孝 昌 石山高等学校 

〃 棈松   淳 民生児童委員協議会 〃 河 井 昭 成 晴嵐小学校ＰＴＡ 

〃 門 野 健 二 青少年育成指導者連絡協議会 〃 藤川  長隆 北大路中学校ＰＴＡ 

〃 岩 見 しなゑ 健康推進協議会 〃 中村  良昭 粟津中学校ＰＴＡ 

〃 辻  友 教 青少年育成学区民会議 〃 平石  誠二 晴嵐支所 

〃 岡本  一郎 自治連合会 監 事 小 林 健二郎 公民館利用団体 

〃 赤 坂 茂 樹 防犯推進協議会 〃 西 村  克 自治連合会 

〃 目 片  清 体育協会 会 計 久 保 佳代子 人権生涯学習推進員 

〃 乾 澤 正 和 身体障害者更生会 事務局長 兼）丸山 巧 保護司 

〃 永 阪 幸 子 晴嵐保育園 事務局員 草 野 雅 之 人権擁護推進員 

〃 下 村 和 美 大津あいあい保育園 〃 田 中 敦 美 主任児童委員 

〃 西  享 子 つばさ保育園 〃 西 村 幸 男 人推協賛同者（識験者） 

〃 丸山  寛二 石山くじら保育園 〃 西 田 信 宏 生涯学習専門員 

〃 宮 城 智 美 晴嵐幼稚園 ３５名 

人権擁護推進員の交代 
山岡 昭次 氏（国分２丁目）⇨丸山 昇 氏（国分２丁目）に交代 

 人権擁護推進員は、１期３年を任期として大津市長より委嘱され

ております。本年が任期更新となり、人権擁護推進員として長年活

動をしていただきました山岡昭次氏が勇退され、その後任に丸山昇

氏を推薦しました結果、大津市長より令和２年４月から３年間の委

嘱を受けられました。   

晴嵐学区には合計４名の人権擁護推進員（Ｐ３参照）がおられま

すので、人権に関する悩みや問題等、お気軽にご相談いただきます

ようご案内申し上げます。 
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「人権・生涯学習推進員」、「人権擁護委員」、「人権擁護推進員」 

令和２年度 人権・生涯学習推進員（晴嵐学区）       （敬称略） 総数 59 名 

所属自治会 委員氏名 所属自治会 委員氏名 所属自治会 委員氏名 

自治連合会会長 中倉 敏和 グレーシィ石山 小梶 和子 シティオ大津石山 竹内 良雄 

〃  副会長 原田 富夫 西 上 之 町 今井 克己 国分一丁目１区 奥田 史郎 

〃  副会長 初田 勝廣 〃 東  幸男 〃 北村 洋二 

〃  副会長 西村  克 南 上 之 町 増尾 兆栄 国分一丁目２区 浜本 勉 

〃  副会長 目片 優次 北 上 之 町 服部 清 〃 丸山 芳子 

 〃  副会長 岡本 一郎 中 之 町 田中 敦美 国分一丁目３区 池田 宏 

晴 嵐 一 丁 目 西川 治夫 〃 瀬川 華子 国分一丁目 4区 後藤 卓郎 

〃 藤井 康之 下 之 町 久保 佳代子 〃 橋本 時恵 

晴 嵐 二 丁 目 白井 勇 〃 松村 素子 国分一丁目 5区 馬場 隆信 

粟 津 東 町 秋野 実 浜 町 藤原 博司 〃 真田 千秋 

粟 津 西 町 辻井 昌彦 〃 木田 博子 国分一丁目ソシエテ 粂山 義次 

松 原 一 区 村木 弘富 ヴィーナススクエア 大橋 純平 〃 松岡 貞行 

松 原 二 区 久保 晋 〃 村山 和夫 国分二丁目 1区 吉田 勉 

松 原 三 区 脇野 剛 河 原 町 松井 安子 〃 細川 邦子 

松 原 四 区 （自治連未加入）  元 町 松山 政勝 国分二丁目 2区 川原 典夫 

松 原 五 区 國米 實 旭 町 目片 勇 〃 若原 裕子 

栄 町 一 丁 目 河津 さち子 〃 谷川 明 田 辺 町 小西 弘一 

栄 町 二 丁 目 今井 友幸 長 等 町 矢野 憲悟 〃 鎌田 實 

〃 藤田 耕吉 宮 の 内 町 圓花 英樹 螢 谷 麻生 悟 

栄 町 三 丁 目 藤田 晃史 シティオ大津石山 高岡 敦司 〃 塩見 裕昭 

人権・生涯学習推進員の活動内容とは、研修会や人推協活動で話し合われた内容などを地域の団体
（自治会）や住民に伝え、地域における役割や要望を人推協活動に反映させていきます。 

人権擁護委員（晴嵐学区）                   （敬称略） 

氏  名 郵便番号 住      所 電話番号 

梅 村 俊 二 520-0851 大津市唐橋町７－３１（梅村司法書士事務所） ５３３－２２２２ 

田 附 美惠子 520-0844 大津市国分一丁目２０－１６ ５３４－２７４１ 

人権擁護委員とは、法務大臣から委嘱され、人権侵害事件の調査処理や人権相談、人権啓発活動な
どを行っています。 

人権擁護推進員（晴嵐学区）                  （敬称略） 

氏  名 郵便番号 住      所 電話番号 

岩 見 しなゑ 520-0851 大津市唐橋町１－８ ５３７－０８８０ 

草 野 雅 之 520-0856 大津市光が丘町２－２４ ５３７－３０１８ 

赤 坂 茂 樹 520-0833 大津市晴嵐一丁目４－１１ ５３７－７４９８ 

丸 山  昇 520-0844 大津市国分二丁目６－１ ５３７－２２３２ 

人権擁護推進員とは、大津市長から委嘱され、人権擁護委員と協力して人権相談や啓発活動等、地
域社会に根ざした活動を行っています。 
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～貴方の町内や職場等で 

人権学習を始めませんか～ 
  

人権研修の出前講座を始めました。 

 人権に関する教育や啓発活動は「人権教育及び人権啓発の

推進に関する法律」で第 6条に「国民の責務」として「国民

は、人権尊重の精神の涵養に努めるとともに、人権が尊重さ

れる社会の実現に寄与するよう努めなければならない」と定

められています。 

晴嵐学区「人権・生涯」学習推進協議会は、差別やいじめ・

虐待等が無く、安心して暮らせる街づくりを目指し、今年度

から地域や職場での人権学習に対し、研修会の計画から講師

手配までお手伝いをさせていただきます。 

学区内で人権尊重が根付くように活動してまいりますので、お気軽にお申込み又はご相談くださ

い。（晴嵐学区内であれば参加人員を問わず、研修の申込みをいただきますと、研修内容等の事前

打ち合わせを行い、人推協又は人推協が手配した講師が指定場所に出向き、講話や話し合い、ＤＶ

Ｄ映写等の研修会を行います）        申込先：晴嵐学区「人権・生涯」学習推進協議会 

電話５３７－０７４３（晴嵐公民館内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

総会も書面表決等、コロナの影響が続いています。政治家のお

話で、日本国民の民度の差が世界的に見て感染者が少ない理由と

言われていました。偏にそのように願うばかりですが、大丈夫な

ご発言でしょうか。人権と言う事については、偏見を持たずに接

する事が大切な事だと思います。事の初めに温度差が有れば、な

かなか話は進みません、胸襟を開いてお互い理解できるよう、同

じ目線で接したいものです。最後になりましたが、素晴らしい「人

推協」を創られた杉本前会長の長年の労に感謝申し上げるととも

に、初田新会長の元、皆で頑張って行きたいと思います。人権、

差別等に関するご意見がございましたらご相談下さい。 

晴嵐学区「人権・生涯」学習推進協議会 

           電話５３７－０７４３（晴嵐公民館内） 

 

  

人権啓発シンボルマーク 

 [ 人権 ＝ 心のマーク ] 

 

人権ニュース 


